
 

 

 

 

 

 

 

サステナアワード 2023 農林水産大臣賞、環境大臣賞、消費者庁長官賞など各賞を決定！ 

～受賞した取組を国内外に発信します ～ 
 

農林水産省は、「みどりの食料システム戦略」の一環として、消費者庁、環境省と連携し、「あふの環（わ）

2030 プロジェクト」を実施しています。本プロジェクトにおいて実施する、食や農林水産業に関わるサステ

ナブルな取組動画を表彰する「サステナアワード 2023」の受賞作品が決定しました。 

 サステナアワード 2023 では、食や農林水産業に関わる地域・生産者・事業者のサステナブルな消費、生産

（環境との調和、脱炭素、生物多様性、資源循環）等の取組動画を昨年 8 月 1 日から 11 月 30 日まで募集し

ました。（主催：あふの環 2030 プロジェクト（農林水産省、消費者庁、環境省）、共催：一般社団法人 AgVenture 

Lab） 

 募集の結果、75 作品の応募があり、有識者による審査を経て、農林水産大臣賞、環境大臣賞、消費者庁長

官賞をはじめとする各賞が決定しました。（令和 6 年 1 月 25 日付、農林水産省プレスリリース） 

埼玉県の受賞作品などは、以下の通りです。動画は、農林水産省ホームページで公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受賞作品】（埼玉県受賞者のみ記載） 

    賞          タイトル           受賞作品の所属・グループ 名（都道府県） 

農林水産大臣賞 畜産の未来を育む 産直はなゆき農場有機⽜ コープデリ生活協同組合 連合会（埼玉県） 

地域資源循環賞 農と人が育む持続可能な未来        オーガニックファーム所 沢農人（埼玉県） 

 

【入賞作品の活用】 

  入賞作品を表彰し、あふの環プロジェクトホームページや省公式 YouTube チャンネル（maffchannel）

で紹介するとともに、農林水産省、消費者庁、環境省の様々なイベント等で発信します。受賞作品について

は、英語版の動画を作成し、世界に広く発信することにより、持続可能な生産・消費の拡大を⽬指します。 

 

＜参考：あふの環プロジェクトとは＞ 

「あふの環 2030 プロジェクト ～食と農林水産業のサステナビリティを考える～」は、国連の持続可能な

開発⽬標(SDGs)の 2030 年までの達成を⽬指し、持続可能な生産消費を広めるための活動を推進するプロジ

ェクトです（農林水産省、消費者庁、環境省連携）。令和 6 年 1 月 23 日時点、189 社・団体等が参画してい

ます。 

 

※抜粋して掲載していますので、詳細は農林水産省のホームページでご確認下さい。 
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/b_kankyo/240125.html 
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 清水さんは、専業主婦で子育てに専念していたころ、

農薬を使用していない野菜を食べたいと思い、入手先を

探しましたが、求める野菜がなかなか手に入らないた

め、自ら栽培することを思い立ち、家庭菜園で農薬を使

用しない野菜作りを始めました。この野菜を知人に譲っ

ていたところ、作った野菜を欲しいという人が増えて、

家庭菜園程度の面積では足りなくなりました。このた

め、広い農地を借りることを神川町に相談したところ、

農地を借りるためには農家である必要があること、農業

大学校又は明日の農業担い手塾で研修を受け、技術を習

得すれば農家になることは可能であることの説明を受け

ました。そこで、平成 26年から「児玉地域明日の農業

担い手塾」へ入塾し、２年間、JA埼玉ひびきの有機 JAS

部会長から自然農法の研修を受けるとともに、入塾年に

15aの農地を借りて本格的に野菜作りを始めました。 

現在では、有機 JAS認証を取得し、農地も中間管理事業を活用するなどして 90aまで広げ

て、だいこん、ほうれんそう、かぼちゃ等、20品目以上の野菜を自然農法により生産していま

す。販売先は、個人宅配、JA直売所の他に、昨年からは JA埼玉ひびきの有機 JAS部会の共同

販売にえだまめを出荷しています。 

清水さんは、「虫食いのある農産物を、『虫に食べられるほど安全

です。』などと宣伝しているのを見たことがあるが、私は、病害虫の

防除管理を徹底し、虫食いがある野菜は販売していない。」と言いま

す。また、清水さんが育てた野菜に興味のある町内の主婦が見学に

来ることもあり、「農薬を使わずに育てた野菜を食べたくて、自ら作

ってみたいと思う主婦は少なくないと思う。農業は、労働時間に自

由度があるので、主婦が野菜を生産し、年間 100万円程度の収入を

得られるようになれば、パートで働く代わりにもなるし、多様な担

い手の一人として、遊休農地の解消にも貢献できると思う。今後

は、私のように主婦から農業を始める人を増やすためのお手伝いが

できればいいと思っている。」と話してくれました。 
 

 

 

 

  

～農薬を使わずに野菜を作りたい 

主婦の新規就農モデルに～ 

しみず  きょうこ 

清水 京子さん 
 

 
埼玉県児玉郡神川町で、家庭菜園で野菜作りをしていた主婦から新規就農して自然農

法による野菜の生産を行っている清水京子さんを紹介します。 

清水 京子さん 

（露地野菜の圃場で） 

で） 

いちごハウスの中で 
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